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△注 意
（ けがや本機の故障を避けるためにお守りいただくこと）

◎

0

0

0
魯

○

■衝撃や強い振動を加えないでください。
衝撃や強い振動をカロえますと、精密部品が壊れ故障の原因になります。

■動作範囲内の温度条件下でご使用ください。

本能は－1 0 ℃～＋6 0 0c の範囲で動作します。この範囲外でこ使用に

なりますと故障の原因にな ります。

■高温時の取り扱いにご注意ください。

本体に長時間直射日光が当たりますと、かな りの高三昆にな りますので、

本磯に触れる際には、十分、ご注意ください。

■ケースが汚れた場合は、柔らかい布またはティッシュペーパーで

拭き取ってください。

シンナー、ベンジン、化学雑巾などを使用しますと、ケースが変形す

るおそれがあります。また、お手入れの際は必ず本機の電源を切り、

カー電源コー ドを使用中の場合は、車のシガーライターソケットから

抜いて ください。

機能上の制約

■日本国内で使用してください。

本機の仕様は日本国内向けとなっています。夕十国では電波方式、電源

電圧が異な りますので、使用できません。

■マイクロ波以外を使用したスピード取締機からの電波は受信しま
せん。

本磯はマイクロ波を使用したレーダー方式に対応した探知機です。赤

夕十線式、光電管式、ワイヤー式などのスピー ド取締機には対応 してい

ません。

■周囲の環境により、受信しにくい場合があります。

前方に走行中の車（とくに大型車）がいる場合や、カーブ、坂道など

では、電波の探知距離が短くなる場合があります。スピー ドの出やす

くなる下り坂などでは、とくに注意 してください。

■取締レーダー波以外の電波を受信することがあります。

取締レーダー波以外にも、同じ種類の周波数を使用している ドップラ

ー式自動 ドアおよび車両通過計測機、港湾、航空レーダーに対 して反

応する場合がありますが、故障ではありません。

－2 －

瓜
懸

豹ミ

保証 書

この製品は、厳密な品質管理及び検査を経てお届けしたものです。

正常な使用状矧 こおいて、万一故障した場合には、お買い上げ販売店

に必ず本保証書を提示の上、修理を依頼してください。別掲の保証規

定により無料で修理いたします。

※E口欄に記入がない場合は、無効となりますので、お買い上げ時

に必ず記入の有無をこ確認ください。

本保証書は再発発行 しませんので大切に保管してください。

d 賢一仙几宇
〒2 3 2 －0 0 2 3 神奈川県横浜市両区白妙町4 丁巨∃4 3 番地4

商品についてのお問い合わせは…・ …・マルハマサービス

丁∈L ．0 4 5 －2 5 1－2 6 8 7

妙策

雪
ロロ名

仰 一（‰ ダ

保
証
期
間

※お買い上げ年月日 1 1 年 間

年　 月　　 日から

※
お
客
様

住 T

所
電話

氏
名

様

※
貝反

氏
名

◎

住売店
T
所

電話



2 ．製品の構成
お買い上げいただいた「P C R －8 8 」は次の品目から構成されています。

●本機…・

●取付ステー‥・・

●［吸盤‥・・

●カー電源コー ド‥

●取扱説明書兼保証書（本紙）

3 ．主な特長

台

個

個

本

校

1

1

2

「

－

1

■太陽電池搭載
本機は、太陽電池から内蔵のニッカ ド電池に充電 して使用することができます。

■X ／K の2 バン ド対応
×ハン ドだけでなくK ハン ドにも対応。すべてのレ】ダー式スピー ド取締磯に対応
します。

■緊急車両のA V M システム電波が受信可能
緊急車両に搭載されている白車位置測定情報装置の電波をキャッチすることにより、

いち早く緊急車両へ進路を譲り、安全な走行ができます。ただし、一部地域や車両

にこのシステムが導入されていない場合があります。

■ステルス型取締対応
新開発のハイゲイン・ホーンアンテナと、新開発D ，D ．C ．回路により、クイックレスポ

ンスを実現。ステルス波に説く対応します。

ステルス波を探知すると、通常とは異なる警告音でお知らせ します。

※本機は、ステルス型スピー ド目文締機に対して完全対応というわけではありません。

先頭を走行する際は、くれくれもこ主主意ください。

■2 モー ド受信感度設定
市街地など低速での走行時にはノーマルモー ドに、高速道路や自動車専用道路での

高速走行日割こは、遠方からのレーダー波もキャッチするスーパーモー ドにと、走行

状況により、ワンタッチで受信感度の設定を切り替えることができます。

■オー トアラームカット（A A C ）システム搭載
内蔵の振動センサーにより、停車中および低速走行時の不要な警告音をカットします。

■オー トパワーオフ機能
約3 分、間振動が無い状態が続くと、次に振動を検知するまで自動的に電源を切り、

電池の消葦を防ぎます。

■オー トディマー＆オー トミュー ト機能
レーダー波を受信したときに、一定時間経過すると、アラームレベルメーターの明

るさが弱まり（オー トディマー機能）、警告音の音量が小さくな ります。（オー ト

ミュー ト機能）。

－3 －

－4 ．各部の名称とはたらき－

甘
）

rゝp
C

O

Z
l

●
－
○

¶
¶

せ

珊
）

Ⅷ
） ♂クリ

肥後

言・耳 耳

言

甘

ユ旦

エ電源／／A V M スイッチ

本体の電源をO N ／O FF します。さらにA V M ポジションでA V M の受信機能が

O N になります。

芝電源ジャック （D C IN ）

充電時などに、付属のカー電源コー ドを接続 します。

ヱA A C スイッチ

A A C （P 9 ）を O N ／O F F します。

耳A A C ランプ （A A C ）

本機に電源が入ると、点滅を開始 します。

振動が多いときは、緑色で点滅します。

振動が少ないときは、赤色で点滅します。

A A C スイ ッチがO FFのときは、橙色で点滅 します。

丑アラームレベルメーター（L巨∨巨L）

レーダー波の種穎や受信強度により、ランプの点灯数が変化します。

レーダー波が強くなる（発信源に近づく）につれて、ランプの点灯数が増えま

す。 （P ．1 0 ）

－4 －



・ 甘A V M ランプ

A V M 受信がO N の とき緑色で点滅 します。
苫・アラームランプ

レーダー波を受信すると警告音にあわせて点滅します。

耳ミュー ト／テス トボタン（M U T 巨／T 巨S T ）

レーダー波を受信中は警告音を停止します。
レ】夕【 波を受信 していないときは、

す。
アラームテス ト（一 P ．8 ）をおこないま

耳ソーラーパネル

藩音量調節つまみ（∨O 」）
警告音の音量を調節します。

⑰受信感度切替スイッチ

レーダー波の受信感度の設定を切り替えます。（ノーマル／スーパーの2 段階）
（ 一 P ．8 ）

雷・振動センサー感度切替スイッチ（S 巨N S O R ）

振動センサーの振動検出感度を3 段階に切り替えます。（一P ．9 ）
詣・レーダーアンテナ部

レーダー波を受信 します。

5 ．取付方法

○イ寸属の取付ステーに付属の吸盤を取り付けます。

ヱ本機に、取付ステーを取り付けます。

吸盤
取付‡ ‾

＠

嘩）

′／1、、

Jノ

－5 －

言

荘ゝ
：／／づ芦＝て
二彦≠

芝吸盤により本機をフロン トガラスに吸着

させて、固定 します。

※吸盤に水などをつけると

吸着させやすくなります。

宮本体の角度を地面と ・耳

水平になるように調

節し居）ドライバ¶で
固定ねじをしっかり

固定 してください。

宅

¢

悪書霊完ヒ／
耳レーダーアンテナ郡が進行方向（前方）

を向くように左右角度を㊦ドライ八一で固定してください。

フロン トガラス

J l
笠

亡：＝／

ツメ ◆ ヒ± ナ

※取付ステーを取り外すときは、目交付ス

テーの下側のツメを軽く押し下げて、

横にスライ ドしてください。

●レーダー波受信郡の前方に、金属やコムなどの障害物がこない場所に取り付けてくだ
さい。

●運転の矧プにならない場所に取り付けてください。
●取り付けの際に本機が落下しないようにしてください。

●本体がフロン トガラスに触れないようにしてください。

6 ．電源について
本機は、ソーラーパネルにより、

使用する製品です。

1 ．ご使用になる前に

はじめてこ使用になる場合、

源スイッチを［萱≡≡］にして、
らご使用 ください。

太陽光から取付ステー内蔵の充電池に充電して

または長い間こ使用にならなかった場合は、電

付属の力一電源コー ドで4 時間以上充電 してか

2 ．太陽電池について

●電源が入っていなくても充電されます。

●日看天時は、約 1 8 時間で満充電になります。（電源はO F Fの状態）

●満充電後は、まったく充電されない状態で約60 時間連続動作します。（受信待受時）

●A V M 受信をO N の状態で長持問使用すると連続動作時間が極端に短くなります。

●太陽電池で十分な充電ができない場合は、カー電源コードをこ使用ください。

●夏季や冬季の駐車中では、車内のさ昆度が極端に高くなったり低くなったり

します。そのため電池の充電時間が変化する場合があります。

●雨天・曇天 時や夜間などでは、十分に充電できません。

●ソーラーパネル全面に太陽光が当たらないと、十分な充電ができません。

●冬など太陽光が弱い場合は、充電しにくくなる場合があります。

－6 －



保証 規 定

1 ． 保証期間内（お買い上げ日より1年 間）に、正常な使用状態において万一故障し

た場合には無料で修理いたします。

2 ． 保言正期間中に修理を依頼される場合は、本機に保証書を漂えて、お買い上げ販

売店にお持ちください。

3 ． 次のような場合には保証期間内であっても有料修理となります。

（ イ）使用上の誤り、本機に改造をカロえたことによる故障、またはお買い上げ店以

夕十で修理されたことによる故障

（ □）お買い上げ後の輸送、移動、落下などによる故障や損傷

（ ハ）火災、地震、水害、公害、規定外の電源（電圧・周波数）の使用、その他天災地

変などによる故障及び損傷

（ 二）保言正喜のこ提示がない場合

（ ホ）保証書の指定事項の末記入、あるいは字句が書き替えられている場合

4 ． 本保証書は、日本国内においてのみ有効です。

修理メモ

3 ．バッテリーローアラーム

電池が消耗 したときに、約3 0 秒ことにブザー音でお知らせします。

その場合は、カー電源コー ドで充電 してくださし1。

4 ．オー トパワーオフ機能について

停車中や駐車中など、振動の少ない状態が約3 分以上続くと、自動的に動作を
停止 します。

※車を動か して、振動が大きくなると、動作を再開 します。

5 ．カー電源コー ドで充電・使用するには

こ工電源の接続

付属のカー電源により、本体に電源を接続します。

●カー電源コー ドの、 L 型プラクを本機の電源ジャックに、

電源プラクを華のシガーライターソケ ットに、それぞれ
差し込みます。

シガーライター
ソケット

1 ■ ■ 1 駄

電源プラク

L 型プラク

も

譲器
●シガーライターソケッ トが汚れていると、接触不良の原因となりますので、よく

掃除をしてから取 り付けてください。

●カー電源コー ドは、かならず付属のものをこ使用 ください。

6 ．電池の寿命について

取付ステー内蔵の充電池は、使用状況にもよりますが、約3 年が寿命です。

十分に充電しても、充電池のみでは長時間動作しなくなった場合は、充電池
が寿命になっています。

その場合は、付属のカー電源コ【 ドをこ使用になることで、通常通り動作さ
せることができます。

△警 告
■高温時の取扱いにご注意ください。

本体に長時間直射日光が当りますと、かなり高温になりますので、本磯に触
れる場合には十分こ注意ください。

－7 －



7 ．使用方法

注）ご使用になる前に必ずおこなうこと。
はじめてこ使用になる場合、または長い間こ使用にならなかった場合は、電

源スイッチを［亘∈□にして、付属のカー電源コ【 ドで、内蔵のニッカド電池
を充電してからこ使用ください。（エンジンがかかっている状態で4 時間程

度）太陽電池のみでの充電は、日看天時、電源がO FF の状態で、約 18 時間か

かります。

1
．
†
T
l

「
甘

操作方法

電源を入れます。

電源スイッチを匝団にしてください。
ブザー毒が喋り、A A C ランプが点滅

し始めます。

レーダー波の受信感度を設定します。

感度切替スイッチにより、レーダー波の

受信鳳至の設定を切り替えます。

1

毒涼スイッチ

2 イー」ト

L O W ●●●川 R A DA R

□

受信感度設定の目安

む音量を調節します。

レーダー波を受ノ害していないときにテスト／ミュー トボタンを押すと、警告

葺が1 サイクルロ鳥りますので（アラームテスト）

みを回 して、適度な音量に調節 してください。

R A D A R

S U P E R ロ N O RM ⊥
■■■■■■．．．

V O L

その間に音量調節つま

万1

－8 －

2 ．オー トアラームカ ット（A A C ）システムの使用方法
ェA A C のはたらき

本機に内蔵されている振動センサーにより振動を検出することで、停車中および低

速走行時は警告をカットし、電池の消幕毛を抑えます。
※約3分間振動のない状態が続くと、自動的に琶源が切れます。（一P 7 4．オ【 卜

パワーオフ機能について）

壬′A A C の使用方法

A A C スイッチで、A A C のO N ／O F Fを切

り替えます。

A A C がO F Fのときは、A A C ランプが橙

色で点滅します。

言動作確認

⊥

1

†

1

一3

－
i

耳

1

5

A A C をO N にします。

」

Ⅰ騙
符好一♂♂
軒

A A C ランプが積色で点滅している場合は、A A C をO N にしてください。

車を走行させます。

車を走行させて、A A C ランプの色が

赤から緑に変わることを確認してく

ださい。

走行速度を落とします。

アイド」ンク状態で、A A C ランプの

色が緑から赤に変わることを確認し

てく ださい。

停車します。

停車してから約3 分後に、すべての

ランプが消灯することを確認してく

ださい。（オー トパワーオブ：P 7 ）

華を走行させます。

章を走行させてから数秒後に、A A C
ランプが点滅することを確認してく

ださい。

÷三～三で正常に動作しな
い場合は、振動センサーの

感度を切り替えてください。

（ 一耳振動センサーの感度
設定について）

※走行しても緑にならない

時は振動センサーの感度

を高くしてください。

※アイド」ンク状態で赤にな

らない時は振動センサー

の感度を低くしてください。

喜振動センサーの感度設定について

こ使用になる車種や、取り付ける場所に応じて切り替えてください。
振動センサ【 の感度設定により、A A C 、オートパワーオフ機能が正常に動作しない

場合があります。このような場合は、本殿の取付場所を変更してみてください。

●振動センサー感度設定の目安

ガソリン車（振動

ディーゼル車（去転勤

≡；L ≠ゝ王s ENSOR「「 〒「

一9 －

ガソリン車（振動 ：中）

デイーセル車（振動 ：中）

ガソリン章（振動 小）

受信感度 走　　 行　　 場　　 所

ノーマルモード 市街地走行ヨ寺

スーパーモード 高速道路、自動車等用道路走行時



●本磯のA A C システムは、車の振動の大きさにより動作しますので、車によっては

正常に動作しない場合があります。そのような矧まA A CをO FFにしてください。
●A A C をO FF にしても、オ【 トパワーオブ機能は動作します。

●振動や騒音の激しい場所などに駐車した場合、オー トパワーオフしないことが

あります。そのような状況で長時間駐車する場合は、電源を切ってください。

3 ．オー トミュー ト機能
レーダー波受信時に、アラームレベルメーター全点灯の状態が約 10 秒間続くか、
レーダー波を約3 0 秒間連続で受信すると、自動的に警告音の音量が小さくなり、

電池の消耗を抑えます。

4 ．オー トディマー機能
レーダー波受信時 に、アラーム レベル メーター全点灯状態が約5 秒間続くか、レ

ーダー波を約 1 0 秒間連続で受信すると、自動的にアラームレベルメー一夕ーの明

るさを弱めて、電池の消末毛を抑えます。

5 ．レーダー波を受信すると

走行中レーダー波を受信した場合は、警告音およびアラームレベルメーター、ア

ラームランプにより、レーダー波の受信をお知らせします。

レーダー波が強くなる（発振源に近づく）につれて、警告音が変化すると同矧こ、
アラームレベルメーター、アラームランプの点灯数が土曽えます。

また、※ステルス波を受信した場合は、通常とは異なる警告音でお知らせします。

－1 0 一

※ステルス型取り締まりについて

他の取締機と同 じ電波 （×ハン ド）を使用 していますが、事前に探知されない

ように、普段は電波を出さず、取 り締ま りのときに、短時間強い電波を発射 し

て速度の測定をする、狙い撃ち的な取り締まり方法です。

従来機では、先頭ではなく2 番手以降で走行 していても、

りません。

葡
′i i

t ∫ ／

瞬しか警告音が唱

盲

Y

幸醐寺定→ 速度測定波発射一 連度記録 → 停止係

●本機は、ステルス型取り締まりに対して完全に対応するというわけではありま

せん。先頭を走行する場合は、くれぐれもご注意ください。

●通常の電波を受信した場合でも、周囲の状況などにより、ステルス専用アラー

ムがロ鳥る場合もあります。

取締レーダー波を受信 しにくい場合

■電波の発射方法や周囲の環境などにより、取り締まりレーダー波を受信
しにくい場合があります。

●前方に走行中の車（とくに大型車）がある場合や、コーナー、坂道では、電

波が遮断されるため、レーダー波の探矢口距離が短くなる場合があります。ス

ピー ドの出やすい下 り坂などでは、とくにこ注意ください。

●対象となる車が近づくまで電波を発射しない、狙い撃ち的な取り締まりがで

きる、ステルス型の速度取締機があります。

●電波式の自動 ドア、信号機附近に設置されている車両通過計測器などには、取

り締まりレーダー波と同じ種穎の電波が使用されています。

そのため、これらの機器附近で、レーダー探知機が反応するのは避けられませ

ん。 「いつも鳴るから」 と安心せずに、こ注意ください。

－1 1 －

通常のレーダー波 ステルス波

警告音 電波が強くなるにつれて鳴る間隔が ステルス専用アラームが鳴ります。

短くなります。（ピィッピィッ） （ピポ ピポ）

アラーム

ランプ
警告音にあわせて点滅します。

アラーム 電波が強くなるにつれて段階的にラ 全点灯します

レ／ベル

メーター

ンプの点灯数が多くなります。

全点灯時点滅



6 ．A V M システム（自車位置測定情報装置）受信機の使用方法

緊急車両に壬喜載されている自費位置測定l吉報装置の電波を受信することができます。

厨
二王 A V M の受信をO N にします。

●A V M ランプ点滅中は受信待ち状態

●A A C スイッチがO F F時及びO N 時で

走行中にA V M ランプが点滅します。

旦」 受信待ちの状態になります。

A V M の電波を受信すると、約3 秒間警告音、アラームランプ、アラーム

レベルメーター によりお知 らせ します。3 秒後 に再 びA V M 電波が出てい

れば再度警告を発 します。

※レーダー波と同矧こ受信した矧ま、レーダー波によるアラームランプ、
アラームレベルメーターの表示、警告音が優先されます。

●A V M 受信範囲は、半径数百m 位です。ただ し、電波状況、道路状況 によ り変

動する場合があります。

●A V M システムは全地域、全車両に導入されているわけではありませんので注

意が必要です。

●A V M 受信をO N の状態で長持問使用すると連続動作時間が極端に短 くな ります。

長時間使用する場合は、カー電源コー ドをこ使用ください。

7 ．別売品について

別売の取付ステー（S T －10 ）が使用できます。

－1 2 －

－－・8 ．故障とお考えになる前に・・・耶
こ使房平に異常を感じたときは、古郡葺と思われる前に下記の点をお確かめください。

9 ．主な仕様
●電源電圧… ・・＝D C 3 6 V ニッカド電池

D C 12 V 夕帽β電源（充電器兼用）

●受信周波数＝… ・…×ハンド／K ハンド

●受信方式＝… ・・…ダブルスーパーヘテロダイン

●受信感度‥… …‥×バンド ー1 1 0 d B m ／スーパ【 モード
K バンド ー1 0 5 d B m ／スーパーモード

●動作う芸歴範匪卜・・・ －10 Cc ～＋6 0℃

●外形寸法 ‥… ＝…7 0（W ）×1 0 3（D ）×2 2・5（H ）mm
※突起物含まず

●重量 ‥… ・ 1 0 0 g

－1 3 －

A V M 電波

警　　 告　　 音 A V M 専用アラームが唱ります。（ピピ）

アラームランプ 点）威します。

アラームレベルメーター 全点滅 します。

l　 症　　 状 原　　　　 因

電源が入らない ●電池が消托している
●オートパワーオフ機能がはたらいている
一振動センサーの感度を高く設定してくだこい

充電できない ●太陽光が十分ではない
一カー琶源コードで充電できるか確認してください
●カー電源コード内部のヒューズが切れている
→新しいヒューズと交接してください
●ニッカド電池の寿命

受信しない ●受信感度の設定がノーマルモードに設定されており、かつ
（音がでない） 電波が弱い場所にいる

一スーパーモードに設定してください
●A A C がはたらいている
一振動センサーの感度を高く設定してください
●取締機がマイクロ波を使用したレーダー式取締機ではない

●レーダェ式取締機に電源が入つていない

取締以外で警告音が ●取締レーダー波と同じ周波数のマイクロ波を使用している

ロ点る 機器の影響
●バッテリーローアラームが眠っている


